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一 -Wickler 二 Selb 主著 D はⅠ 円 九 % ゆ Ei 鱗 れれ ぴヱ z  の離日版の異同 カ )  ら   
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ル・フォン・フリッシュ (Karlvon  Frisch;  ドイツ ) 

人間の行動についてのアプローチにはいろいろなも らの努力によって ， 1930 年代に科学としての 地位を確 

のが考えられるが ，人間の生物的な 側面から研究を 進 立した． この 3 人はその業績によって ， 1973 年， / 一 

めてかくのが ，行動生物学 (behavioralbiology) あ ベル医学・生理学賞を 授賞している・ 

るぃ は人間動物行動学 (human ethology) と呼ばれ 彼らの動物行動学は 昆虫や鳥類，魚類，哺乳類など ， 

る 分野であ る． この人間動物行動学の 歴史は，チャー さまざまな動物種の 行動習性を明らかにし 人間もそ 

ルズ・ダーウィン (CharIesDarwin) にまでさかのぼ の対象とする 動きが出てきた． ローレンツの 弟子であ 

ることができる． ダーウィンは ， 「人間の由来」 る イ ン / イス・ アイブルニアイブスフェルト 

(1871) や「 人 と動物の感情表現 J (187, 初などの著書 (Iren ぎ lusEibl-Eibesfeldt) は南米の ヤ / マモ ・インデ 

で ，人間の行動や 心的特性の生物学的側面を 研究した． ィ アンからパプア 二 ニューギニアの 高地人や日本人ま 

それらの著作は ，刊行後 130 年を経た今も 色あ せるこ で，世界中の 民族の行動を 比較検討しほほえみなど 

とない． むしろ， ダーウィンの 著作で述べられた 内容 の行動パターンが 生得的に備わったものであ ることを 

のかなりの部分が ，ここ 20 年ほどの間に 再評価されて 示した・ また，ティンバーゲン 自身は，自閉症の 子供 

きたものであ る i). 毎度のことながら ，彼の卓抜な 観 を動物行動学的に 見ることで・その 治療に大きな 効果 

察カと ，詳細かっ豊富な 事例を収集する 能力と，そし を上げた・ このように， 1970 年代までに，人間行動学 

てなによりも ，本質を見抜く 慧眼には恐れ 入るしかな は一定の成果をあ げていた   

レト   しかし，彼らの 動物行動学は ， 大きな問題を 抱えて 

しかし このようなダーウィンの 先駆的な研究にも いた．利他行動がどのように 進化してきたかを ， うま 

関わらず，人間を 含めて動物の 行動が進化生物学の 対 く説明できなかったのであ る・実際には ，集団選択と 

象 として盛んに 研究が行われるようになったのは ， 20  呼ばれる理論枠組みに 依拠しており ，「種の保存のた 

世紀に入ってからであ る． これは，行動形質が 形態 形 めに有利な行動は 定着する」と 信じていたので ，彼ら 

質や生理的形質と 違って ， 「ソフト」な 形質であ る ( に限らず同時代のほとんどの 生物学者 ) は， これが 

一つまり，確たる「もの」としてとらえることが 難 難問であ ることに気がついていなかった (Cronin, 

しいためであ る， とらえどころのな い 行動を対象とし 1991). しかし通常の 進化過程を考える 限り・他人 

た 生物学に現代的な 装いが与えられたのは ， 1930 年代 の適応 度 をあ げて自分の適応度を 下げるような 利他行 

から 1940 年代に，動物行動学 (ethoIoeV) が確立して 動は，淘汰されてしまう・ 種に有利な形質が 残る可能 

からであ る・複数の種間で 行動を比較し ，注目する行 性は， きわめて低い． この問題は 1960 年代から徐々に 

動がなぜ，どのように 進化してきたかを 明らかにする 注目されるようになり ， 1970 年代の半ばになって ，一 

動物行動学は ， コンラート，ローレンツ (Konrad  挙に表面化した・ 利他行動の進化は ，集団選択理論に 

Lorenz; ドイツノオーストリア ), ニコ・ティンバーゲ よらずに説明するべきだという 理論がこの頃 から主導 
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的となり，現在ではすっかり 定着している． いわゆる 

「利己的な遺伝子」のパラダイムであ る．生物の行動 

は ， 自らの遺伝子を 保存するように 進化するのであ っ 

て ， 種を保存するように 進化するのではない 

(Dawkins,1976;KrebsandDavies,1978). 

この新しいパラダイムを 動物の行動， とくに社会行 

動に適用したのが ， 行動生態学 (behaviou,al 

e 。 ology) または社会生物学 (sociobiology) であ る， 

本稿では後者の 用語を使う．社会生物学は ， 1970 年代 

の半ばにアメリカの 生態学者エドワード・ウィルソン 

(Edward Wilson) とイギリスの 行動生物学者リチ 

ャード・ドーキンス (Rchard Dawkins) が相次いで 

優れた本を出版したことから ， さまざまな論争を 生み 

ながらも，英語圏を 中心に急速な 広がりを見せた ( 社 

会生物学とそれをめぐる 論争の概要については ， 

Breuer, 1982;SegerstraIe, 1986; 佐倉， 1995 を 参 Bg). 

だが社会生物学は ，英語圏以覚では ，それほどすん 

なりとは受容されなかった．ハンガリ 一などの東欧 圏 

ではマルクス 主義の影響からダーウィン 進化論自体へ 

の 反発が強く (Bereczkei, 1994), 日本ではもやはり 

ダーウィン進化論自体への 共感が ぅ すく，論争を 好ま 

ない学者の性向も 相まって，社会生物学の 受容が大き { 遅れた ( 佐倉， 1990;  ㎞ press).  フランスで 

も事態はほぼ 同様で，かなり 長い間社会生物学は 無視 

されていたという ( 別 anc,in  p,ess;P.Chavot,  禾ムィ 言 )   

ドイッの事情も ， 断片的な記載 (Wuketit,,  1985, 

1986, 1990; Wickle,,  1987,  1992; Hschof, 199l; Kot,- 

schal, 1995  など )  から判断する 限りは， ほぼ似たよ 

うな状況だったと 推測される． 関係者 (B. Hassen. 

stein, A.-K.Egger, K. Grammer, R. Riedl 8) へのイ 

ンタビュ一でも 同様の内容が 裏 付けられている． しか 

し 1970 年代から 80 年代のドイツの 行動生物学の 事情 

を資料から裏 付けて再現した 研究は， まだない． 

そこで本稿では ， ドイツにおいて 社会生物学がどの 

よ うに扱われてきたのかを 知るために， ドイツ語圏の 

代表的な行動学研究者であ るヴォルフガンバ・ヴィッ 

クラ一の著作を 材料に，その 一 断面を再現してみたい． 

とくに注目するのは ，『自分本位の 原理 ( り asPrrinz ゆ 

Eigennutz)J という著書の ， 初版 (1977) と新版 

(1991) との上 ヒ 較であ る．両者の異同を 分析すること 

で， この 15 年間にドイツにおいて ，社会生物学がどの 

ように扱われてきたかを 知ることができるだろう．な 

お， ドイツの社会生物学の 受容について ，より広範な 

視点からの記述は 別 稿 ( 佐倉，投稿 中 ) を参照してい 

ただきたい． 

1. ヴィックラー & ザ イ ブト の『自分本位の 原 

理 (DasPr 帝 zipE ゆ ennutZz) 』について 

ヴォルフガンバ・ヴィックラー (Wolfgang 

Wckler; 1929-) は，現在のドイツ 語圏を代表する 行 

動 生物学者であ る． かつてコンラート・ローレンツが 

所長を務めていたマックスープランク 研究所 (MaX- 

円 ank.Institut) の行動生理学研究所 (Institut f 血 

VerhaItensphysiologie. 所在地はバイエルン 州ゼ一 ヴ 

ィーゼン ) 0 所長を 1973 年以後務めているというだけ 

ではない． 伝統を誇る行動生物学の 学術専門雑誌 

Efhol 啄ノ ( 旧 Z,itsc ん Ⅰ 塊ル rTi;, ゆり cholW めの編集 

長 でもあ る・ ローレンツの 遺産は，文字どおり ， ヴィ 

ックラーが受け 継いだといってよい． 

しかしヴィックラーは ，学問的にはローレンツの 敷 

いた線路の上をそのまま 走ることはしなかった． ロー 

レンツが忌み 嫌っていた社会生物学を 積極的に推進し 

たのであ る． その理由についてはさまざまな 意見が 

C 憶測も含めて ) 取りざたされているが ，それについ 

ては本稿とは 関係な い ので省略する   

ヴィックラーはドイツ 語圏に社会生物学を 導入する 

過程で， いくつか重要な 著作を発表している． 「十戒 

の 生物学 J  (WiCkl 。 ，， 1975 ハ 991),  湧と女 J  (WjckIer 

and  Seibt, 1983 ハ 990)  などであ るが， とりわけ重要 

なのが， ここで対象とする [ 自分本位の原理 (Das 

P 「 ビ及 zip  Ei 銘刀 れ utz)l  (Wickler  and  Seibt, 1977)  であ 

る・共著者ウータ・ザイプト (Uta  Seibt)  は， ヴィ 

ッ クラーと同じくマックスープランク 行動生理学研究 

所の研究員で ， おもに数理的な 側面から サ イックラ一 

の研究を支援している． 

『自分本位の 原理 ] の初版は， 1977 年， ハンブルク 

の ホフマン・ウント・カム ペ (HoffmanundCampe) 

から出版された・ 1970 年代半ばは，上に 記したように ， 

ウィルソンの『社会生物学 J (WiIson, 1975) や ドー 

キンスの『 オ l 」 己 的な遺伝子 J (Dawkins, 1976) などが 

相次いで発表された 時期で，社会生物学の 勃興 期 と言 

ってよい． それらとほぼ 同じ時期にドイツ 語で発表さ 

れたこの本は ， ドイツ語圏では 社会生物学のスタン 

ダードな教科書として 広く読まれ，社会生物学を 普及 

させるのに大きな 役割を果たした (K.Grammer, 私 

信 ;J.K.Mijller, 私信 ). 後に， 1980 年代に社会生物 
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学 批判がドイツで 起こったときに ，批判者らは 社会生 

物学理論の典型として ， このヴィックラーニザイ ブト 

に依拠している ( たとえば， Hemlmineer, 1983; 

Knapp, 1989 など ). つまりこの本は ， ドイツ語圏に 

おいては社会生物学の 基準 書 として受け取られてきた 

のであ り，それだけに ， どのような扱い な 受けてどの 

ように修正されたかを 見ることは，この 時期のドイッ 

の行動科学の 動向を端的に 示しているはずだ． 

「自分本位の 原理Ⅰは，この ょ うな好評を受けて ， 

1991 年にミュンヘンの ピ ペル (Hpe,) 社から ぺ一 

パーバック版が 出版された． この 1991 年版は「全面改 

訂版 (UberarbeiteteNeuausgabe) 」と 鈍 うち，構成 

や文章を大幅に 変更したものになっている．著者自身 

まえがきでそのことを 明記しており ，初版刊行後の 15 

年間の社会生物学の 変容を受けて ，積極的に改訂した 

ことを示している・ 以下，この改訂版を「第二版」ま 

たは「新版」と 呼ぶことにする 2). 

次に， 1977 年初版と 1991 年第二版の内容について ， 

変更点を上 ヒ校 する． 

D. 旧 井本位の原理Ⅰ新旧両版の 比較 

Ⅱ 一 1 . 概略 

まず，新旧両版の 目次を掲げておくことにする． 章     

名のみ原語を 併記する． 

  

[ 旧版 ] 

まえがき 

第 1 章 問題設定 (DieFragestellung) 

行動科学とはどのようなものかⅠ初期の 観察 例 

と理論Ⅰヘルマン・サミュエル・ライマルス 3) 

の考察 

第 Ⅱ革 進化 (DjeEvolutlon) 

ダーウィンの 進化概俳Ⅰ比較行動学Ⅰ適応とは 

何か ?/ 集団選択 / 進化的に安定な 戦略 / フン 

バェ の待ち伏せ戦略 / 全体の安定 

第 m 章 血縁 度 (EvoIutionundSel 。 ektion) 

変わらないもの ，変わるものⅠライオンの 社会 

生物学 / ひとつの新しい 視点とふたつの 新しい 

概念 : 遺伝子選択と 包括適応 度イ 血縁 度 ノライ 

オンの群における 血縁 度 と社会的扶助 / 規則 か 

例外か ?/ ブルース効果Ⅰハチ とアリ の社会生 

物学 / 件件性の社会的扶助Ⅰ自己と 非自己Ⅰ血 

縁関係の認識 

第 Ⅳ 章 相互扶助 (DieGegense Ⅲ gke 句 

集団の中の利己性Ⅰ共生 / 性の出現 

第 V 章 経済性 (Dieokono ㎡ e) 

8 の 字 ダンスノ社会行動の 基本公式 Z/E ノ l/, 

/ タスマニア・クイナの 社会構造Ⅰ子の 世話の 

諸問題Ⅰ生活史戦略Ⅰ先を 読んで人生の 負担を 

軽くするⅠ社会におけるエル ゴ ノミーと分業 

第 W 章 コミュニケーション (DieVo,,tandigung) 

受信者Ⅰ過剰な 負担 / 信号の送信Ⅰ信号とその 

意味 

第 Ⅶ 車 行動の構成 (Die O,ganisation deS 
Ve,haltens) 

学習プロセスⅠ本能はいく っ あ るのか ?/ 酸素 

と熱への欲求Ⅰ攻撃と 競争Ⅰ批判的な 反応 / 持 

てる者が勝利のチャンスを 得るⅠ投資を 通じて 

の 価格高騰Ⅰ本能の 理論 

集Ⅷ 章 個体 問 関係 (DieBindung) 

ソシオメトリーノ 配偶者Ⅰ世俗世界の 近隣者 / 

個体内プロセスとしての 連合Ⅰ仲間の 信頼関係 

/ 個体の識別Ⅰ生態社会学 

第 Ⅸ章 人間との共通点を 求めて ( Ⅱ e  Suche  nach 

Parallelen  be ㎞ MensChen)   

[ 新版 ] 

まえがき 

序章 

1. 行動科学の先駆者たち (VorIaufer d 。 r 

Verhaltensforschung) 
1 . 問題設定 2. 初期の観察 例 と理論 3   

ヘルマン，サミュエル・ライマルスの 考察 

1  .  進化論的な行動科学 ( 円 e  evolution,- 
orientierte@Verhaltensforschung) 

1.  ダーウィンの 進化概俳 2,  比較行動学 

3.  遺伝子選択と 遺伝的近縁 度 4.  社会生物 

学 

m  .  進化と選択 (Evolution  und  Selektion) 

1.  適応、 2.  ゲーム理論 3.  進化的に安定 

な戦略 

W  .  遺伝子と形質に 関する付記 (EXku,s  uber 

Geneund  Merkmale) 

V  .  血縁度の意味 ( Ⅱ e  Bedeutung  der 
Verwandtschaft) 

1 .  ライオンの社会生物学 2.  血縁 度 と社会 
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的 扶助 3. 追加事例 

Ⅵ・経済的な 視点 (Dieokonomiegesichtspunkt) 

1 . チスイコウモリの 血液分配 2. 社会的な 

基本公式 Z., ノ E  3. 子の世話の問題 4. 

生活史戦略 5. 予想、 と拘束 

Ⅶ・植物の利己性 (EigennutzbeiP 且 anzen) 

1. 植物の特殊性 2. 植物の行動戦略 

Ⅷ・共生 (Symbiosen) 
1 , 寄生のプロバラム 2, 非協力的な遺伝子 

3. 地衣類   進化的に安定な 戦略の帰結 4   
複合共生体 

Ⅸ・人間の利己， 性 (Eigennutzbe ㎞ Menschen) 

1. 文化的な形質 2. 遺伝的プロバラムと 文 

化的プロバラムの 相互作用 3. 人間に関する 

社会生物学的テーゼ 4. 遺伝的プロバラムと 

文化的プロバラムの 並行進化 

あ とがき 

  

内容については 後で詳しく考察するとして ，ここで 

はまず，ぺージ 数から見ていこ う ．初版は，前書きや 

索引も含めて ， 373 ぺージ，第二版は 同じく 303 ぺ ー ジ 

であ る・ 版 型は初版が見開きでおおよそ A4 版なのに 

対し新版は新書サイズをやや 大きくしたぐらいだか 

ら，明らかに 初版の方が大きい・ しかしその分，新版 

の 活字が小さくなっているので ， 1 ぺ ー ジあ たりの単 

語数にはそれほどの 違いはない・ とすると，新版にな 

っての約 20% のぺージ 数減は ， 即 ，内容がスリムにな 

ったことを示している・ 以下に見るように ，改訂にあ 

たって削除された 部分も多い・これは ，初版から第二 

版 までの間にこの 分野の理論的な 整備が進み，それが 

ドイツでも受け 入れられたことを 示している． 

また，図の数が 減ったのも目をひく・ 初版は，文中 

にグラフや模式図など 43 図あ るが，第二版ではこれが 

lS 図 だけになっている．図を 入れにくい新書 ( ぺ一 

パーバック ) 版 という制約を 考慮しても，初版のわず 

か 42% にすぎない・ さらに初版ではこのほかに ， カ 

ラー写真の口絵が 24 図あ る・そのほとんどは ，動物の 

生態を示したものであ る．これらは 第二版ではすべて 

削除されている・つまり ，初版の方が 自然誌 ( ナチュ 

ラルヒストリ づ の色彩を強く 残しているといえる． 

以下，各章ごとに 新旧版の異同を 検討するが，旧版 

の 車立てにそってみていくことにする．旧版の 章番号 

はアラビア数字で ，新版の章番号はローマ 数字で表記 

する・ ( ) は章のタイトルを ，く ) は 節のタイトル 

を表す． 

Ⅱ 一 2. 旧第 Ⅰ 垂 ( 問題設定 (DieFragestellun 田 > 

行動科学の基礎概俳や 歴史をまとめたもので ，新版 

ではタイトルが ( 行動科学の先駆者 (VorIauferder 

Verhaltensforschung)) になったほかは ，内容にはほ 

とんど変化がない． 

Ⅱ 一 3. 旧 第 2 章 ( 進イヒ (Die 三 volution)) 

前半はダーウィン 進化論の概要で ，ほとんどそのま 

ま新版築Ⅱ 章 ( 進化的行動科学概論 (DieEvolutions- 

OrlentlerteVerhaltenSforSChUng)) "  "  になっている・だ @  。 

が， 旧 2 章の後半から ，構成が大きく 異なり， もはや 

章を追って新旧両版の 対応・をつけることは 不可能とな 

る 

旧 第 2 章の中程，く 集団選択 (DieGruppenselektion)) 

の節では， ウィンⅠ エドヮ一ズ (V. C. Wynne- 

Edwards) の理論を引用しながら ，集団選択理論が 間 
違っていたことを 説明している・そしてその 次の節で ， 

く 進化的に安定な 戦略 (Evolutions.stabiIe Strate- 

eien)> を，理論と実例に 基づいて詳しく 解説してい 

る・つまり， ESS は利他行動を 説明するための ，集 

団選択の不備を 克服したモデルとして 位置づけられて 

おり， これはその後の 社会生物学理論の 取り扱いとは 

かなり異なる 点であ る． 

新築Ⅱ章では 前半の概論を 受けた後，旧版での 社会 

ダーウィニズムに 関する記述は 大幅に圧縮されて ，す 

ぐに く 遺伝子選択と 血縁 度 (Gen.Selektionundge. 

n 。 ti, 。 h 。 V 。 ， w 、 ndt, 。 h 、 ft)) の解説にはいる．これは ， 

最近の   クレブスとデイヴィ ス の教科書 (K,ebs 
、 ndD 、 vie,, 1978) 以降の，社会生物学理論の 一般的 

な取り扱い方と 同じであ る．ちなみに ， 1993 年に出版 

された， ドイッ 語 オリジナルとしては 初の社会生物学 

の大学用教科書 (Voland, 1993) でも，ハミルトン 則 

は冒頭で解説されている． その次に ， く社会生物学 

(Soziobiologie)) の項が続く・ここではギリシア 時代 

の昔にさかのぼって 動物の社会行動の 研究 史が 概観さ 

れ ，社会ダーウィニズムや 優生学に触れた 後，現代の 

社会生物学がこれらとは 一線をかくすものであ ること 

が述べられている・ かなり 力 のこもった解説だ． 

旧 第 2 章に含まれている ESS に関する解説は ，新 

版では 第 m 章 ( 進化と選択 (EvolutionundSelektion)) 
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に 移されている． まず，動物の 集団生活に関する 利己 

的モデルの説明の 後，ゲーム理論の 一般的説明があ り   

それから ESS という段取りであ る． 

これに対し旧版では ，ゲーム理論そのものに 関する 

説明はない．動物の 集団生活については 第 8 章 ( 個体 

間 関係 ( 団 e  Bindune けの中で， ソシオメトリー 

(Soziomet 「 he)  や配偶行動 (Partnertreue)  と並んで 

社会生態学 (Oko.Soziologie)  の項の中で扱われてい 
る． 

且一 4. 旧 第 3 章 ( 血縁 度 (DieVeWandtschaft)) 

行動生態学の 基礎理論と実際の 研究例を紹介した 箇 

所だが，新版ではかなり 大幅な配置転換・が 施されてい 

る ．名節ごとに 検討する   

まず， く 変わらないもの ， 変わるもの (Art. 

E,haltung undArten-Wandel)) と題 ざれた最初の 節 

は，遺伝子プールの 特徴を解説している 部分だが，新 

版では 旧 第 2 章 ( 進化 ) の始めの部分とあ わせて，新 

血縁度の重要性 (Der Bedeutung d 。 r 

Verwandtschaft)) の導入部分に 使われている・ 

次のくライオンの 社会生物学 (Soziobioloeie des 

LOwen)) はその題名通り ， - ンマラーやバートラムに 

よ るライオンの 行動生態学的な 研究が紹介され ， それ 

を題材にして 血縁度や遺伝子選択の 説明が展開される・ 

これも新築 V  章へ 移動． 

旧版第 3 節， く ひとつの新しい 視点とふ ， たつの新しい 

概念 : 遺伝子選択と 包括適応 度 (Ein  n 。 uer Gesichts. 

punkt  und  zwei  neue  Beg, 田 e:  Gen-Selektjon  und 

Ges"mt-Eignung))  もこの題名どおり ，遺伝子選択と 

包括適応 度は ついての解説であ る． しかし数式はなく   

言葉だけで， しかもごく簡単に 触れられているだけで 

あ る．新版では 第 Ⅱ章のⅡ 一 3 で血縁選択を 説明する 

部分でまとめて 触れている． この方がはるかにすっき 

りしている．なお ，新旧での用語の 違いに注意してお 

きた い ．包括適応 度 ( 英 '.incIusivef6tn 。 ，， )  に相当す 

る用語が， 旧版の "Gesamt. 円 gnung"  から新版の 

"lnkIusive 円 tne ㍗へと， 2  0 英語的なものに 置き換 

わっている． 

続く旧版第 4  節 ( 血縁 度 (Der Verwandtschaft,- 

grad)) も，新版では 同じく基礎理論の 説明のところ 

に移されている ， 

それに対し l 日版の第 5 節 く ライオンの群における 

血縁 度 と社会的扶助 (VerwandtSChaftsgrad und 

soziale  Hilfeleistung  irn  LOwenrudel))  ではライオン 

の実例に則して 血縁 度 と行動の関係を 説明していると 

ころだが， これは新版では 第 V  章 ( 血縁度の重要性 

(Der  Bedeutung  der  Verwandtschafl))  へ ・続く く規 

則 か 例外か ?  (Regel oder  BnzelfalI?))  は 新版では 

削除されているが ，旧版第 7 節 く ブルース効果 (Der 

Bruce-Effekt)) も，新版築 V 章に収められている・ 

なおこの前の 部分に新版ではサルの 子殺しについての 

項が迫加されている． 

旧版ではこのあ と， く ハチ とアリ の社会生物学 

(SoziobjologievonBienen und Ameisen)) について 

の解説が続く．半数倍数性の 問題や， トリヴァー スと 

へ ア一の研究 (Trivers and Hare, 1976) が詳しく紹 

介されている ， しかし新版ではこれらは 一切触れられ 

ておらず， TriversandHare (1976) も引用されてい 

ない．行動生態学の 出発点となった 社会性昆虫の 研究 

例を割愛したのは 腕に落ちないところもあ るが， この 

問題を詳しく 解説すると，血縁選択が 半数倍数性の 動 

物にのみ適用されるという 誤解を生じると 判断したの 

かもしれない．次のく 伴 ， 性 ，性の社会的扶助 (Geschle- 

chtsgebundenesozialeH ℡ e)) も ， 引き続きこの 問題 

を論じているところだが ，新版ではここも 削除されて 

いる． 

最後の ( 自己と非自己 (SelbstundNicht-Selbst)) 

ほ ついての節は ，新版では圧縮されて 血縁度の項の 直 

後 ( 第 2 章Ⅲ 一 4 一 d;pp. 58 一 63)) に配置替えされ 

ている． 

以上をまとめると ， 旧 第 3 章は，新版では 理論の部 

分と具体例の 部分に分解され ，それぞれ理論は 理論， 

具体例は具体例とまとめられて 配置されている・ これ 

は，新版ではさまざまな 基礎理論群の 評価と位置づけ 

が変わって， より統一的な 傭倣 ができていることによ 

る・ 

D 一 5. 旧版第 4 章 ( 相互扶助 (Die Gegenseitig- 

keiI)) 

この章も，新版では 大幅に配置替えされている・ 第 

1 節 ( 集団の中の利己性 (Eigennutzinder.MesSe)) 

は，動物の集団が 個体の利己的な 性質の産物であ ると 

いう理論の解説や ，利他行動としての 警戒昔の進化， 

ヒヒの推問連合などについて 論じたところであ る・ こ 

れは，内容的にはほとんどそのまま ，新版の第 m 章 Ⅰ 

一 a) に収められている・ ここは集団生活論の 直前で ， 
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ゲーム理論に 続く箇所であ る． ヒヒ の推問連合の 話は， 

新知見を加えてゲーム 理論のところで 述べられている． 

つまり， これらのトピックはゲーム 理論との絡みで 説 

明しようというのが 新版のポリシ 一であ る． 

旧版第 2 節 く 共生 (Symbiosen)) は，新版では 独 

立して 第 Ⅶ章になっている．共生の 理論は 1980 年代に 

大幅な進展を 見たが，それを 反映させた取り 扱いと考 

えられる． 旧版第 3 節 く 性の出現 (Das Entstehen 

d 。 ， G 。 ， 。 hl 。 。 ht 。 ， )) は 有性生殖の起源と 進化について 

述べたところだが ，新版では 第 Ⅱ章一 3 く 進化的に安 

定 な戦略 ) の中のひとつの 例として扱われている．，性 

の問題を進化的に 安定な戦略のひとつとしてとらえる 

視点の確立については ， ヴィックラー とザイ プト 

(WicklerandSeibt,1983/1990) 自身も貢献している・ 

以上まとめると ，協力，協調に 関する 旧 第 4 章だが， 

新版では分解されてゲーム 理論関係のところや ，独立 

した 童 として扱われている． ( 相互扶助 ( Ⅱ eGegen- 

se 田 gkeit)) という章の見出しが 新版で消えたのは ， 

新旧両版の違いとして 象徴的であ る．古典的な 行動学 

では協調や協力関係が 強調されていたのだが ，社会生 

物学や行動生態学のパラダイムでは ，逆に競争関係や 

個体の利他性が 強調されている．つまり ，旧版はまだ 

古典的行動学の「残り 香」が漂っていたのが ，新版に 

なってそれが 払拭されたといえよう． 

Ⅱ 一 6  .  旧 第 5  章 ( 経済性 (Die  Okonomie)) 

個体の生活史や 子育てなどを 中心に，自然の 経済性 

を 論じた章であ る． 7 つの節からなる． ほとんどその 

まま，新版第 6 章 ( 経済的な見方 (Derokono ㎞ e- 

gesichtspunkt)) に使われている・ 変更されているの 

は ，以下のわずかな 部分であ る． 

旧版第 1 節の軟体動物に 関する研究の 紹介は削除さ 

れた． その代わり新版ではウィルキンソンによる 吸血 

コウモリの研究 例 (WIkinson, 1984) が紹介されて 

いる． この研究は血縁選択の 実証 何 として非常に 高く 

評価されているもので ，新版での取り 扱いは学界一般 

の評価を反映したものであ る． 

利他行動の進化要因を 表したハミルトン 則 

(Hamilton,srule) の式が，旧版では Z/E ノ l/r と記 

述 されていたのが ，新版では Zr ノ E に変更されてい 

る・変数間の 関係はどちらでも 同じだが，商の 形で表 

記すると分散などの 影響が相殺されることがあ る． こ の 指摘はアラン・バラフェン (Grafen, 1984) ｜ よ 

てなされたもので ， これ以降，行動生態学の 文献はほ 

とんどが Zr ノ E を採用している． ヴィックラー とザ 

イ ブト の新版もそれに 従ったものと 考えられる ( ただ 

し Grafen,1984 は引用されていない ). 

子供の世話について ，新版では子育て へ ルパー と子 

殺しに関する 記述が追加された．また ，旧版では第 8 

章で紹介されているドーキンス と カーライル (Dawkjns 

andCa,lisle, 1976) の排卵遺棄仮説がここで 引用され 

ている・ 

旧版第 7 節，社会性昆虫における 労働分業の話は ， 

新版では削除された． また，動物の 形や鳴き声を 表す 

図のいくつかが 削除された． 

Ⅱ 一 7. 旧版第 6 章 ( コミュニケーシヨン (Die 

Verstandigung)) 
4 つの節からなる ， オーソドックスな ，あ るいは古 

典的な動物行動学のパラダイムに 基づくコミュニケー 

- ンョン 論であ る， この章は新版ではすべて 削除されて 

いる．行動学におけるコミュニケーシ ， ンの 理論は， 

1970 年代の後半から 1980 年代にかけて ，大きく変わっ 

た．一言でいえば ，情報の共有を 前提とする協力パラ 

ダイムから，送信者と 受信者の対立を 強調するパラダ 

イムへの変化であ る ( 佐倉， 1988 参照 ), このような 

変ィヒ の後では，旧版の 内容は， さすがにやりにくかっ 

たと思われる． 

Ⅱ 一 8, 旧版第 7 章 ( 行動の構成 (Dieorganisation 

desVerha@tens)) 

8 節からなる． 章 題は邦訳しにくいが ，動物の行動 

がどのようにデザインされ ，統御されているかについ 

ての話で，旧版の 中でも， もっとも古典的な 行動学の 

パラダイムに 則った内容であ る． ローレンツの 攻撃行 

動の解発 一 抑制理論や， ティンバーゲンのイト ヨ の実 

験による生得的解発機構 (IRM) の理論などが 引用 

され，詳細に 説明されている． この章の内容だけ 見た 

ら，行動生態学や 社会生物学の 本とは思えない・ 古典 

的 行動学の教科書的な 記述そのままであ る ( マルク 

ル。 ) による書評 [Mark], 1978J でも同様の指摘がな 

されている ). 

D 一 g. 旧版第 8 章 ( 個体 問 関係 (DieBindung)) 

7 節からなるが ， この章もかなりの 部分が削除され 

ている．動物の 社会行動について 概論的な話を 述べて 
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あ る導入部は， 新版築Ⅱ 章 4 節 く 社会生物学． 

(So,iobiologi 。 )) の前半部分に 流用されている・ 旧 第 

5 節 く 仲間の信頼関係 (Partne,t,eue)) の一部が新 

W 一 3 一 。 ) で， 旧 7 節性 態 社会学 (Oko-Sozio. 
logie)) のほとんどが 新血 一 l 一 a) で使われている 

ほかは， 旧 5 の残りの部分も 含めて，削除されている   

削除された部分は ， ソシオメトリー (Soziometrie) 

や個体識別 (Individuelles Erkennen) などについて 

述べられているが ， やはり説明の 仕方が古典的なパラ 

ダイムに基づいているとの 判断があ っだのであ ろう   

n 一 l0 ．旧版第 9 章 人間との共通点を 求めて ( 団 e 

Suche nach Para Ⅱ elen beim Me Ⅰ schen) 》 

利己 白 りな原理に従って 行動する動物の 原理を，人間 

に応用できるかどうかを 吟味している．新版Ⅸ章に 相 

当するが，内容は 大幅に改稿・ 増補され，ている． ここ 

は 新版Ⅸの側から 見る方が説明しやすい．新版の 第 0 

節にの章の前書き 相当部分 ) と 第 1 節 く 文化的な形 

質 ), 第 3 節く人間に関する 社会生物学的テーゼ ) は 

旧版の内容を 下敷きにしつつも ，社会生物学批判に 応 

える形で， より慎重に論を 進めるよう改稿されている   

新版第 2 節 く 遺伝的プロバラムと 文化的プロバラムの 

相互作用 ) と 第 4 節 く 遺伝的プロバラムと 文化的プロ 

グラムの並行進化 ) は，ほとんど 書き下ろしであ る． 

しかし 1980 年代に大きく 発展した生物学的文化進化 

の 理論については ，触れられていない．人間の 性行動 

の進化史的な 背景に関する 新しい知見を 中心に， イン 

セスト・タブー ( 近親婚忌避 ) の進化論的背景などを 

考察するにとどまっている． 

Ⅱ 円 0 ．新版追加部分 

上で述べた以覚に 新版で追加された 部分は， 新 W 章 

遺伝子と形質の 関係 植物 ), そして「あ とが 

き」であ る． 新 Ⅳは，表現型形質は 遺伝的要因と 環境 

要因の双方の 影響のもとに 形成されるという 内容で ， 

社会生物学は 遺伝子決定論であ るという批判 ( たとえ 

ば， Hemminger, 1983;Knap, 1989 など ) に応えるた 

めに付け加えられたものと 思 う ． 

新版 築 Ⅶ章の植物については・ 当初動物を対象とし 

て研究が進展した 社会生物学が ，植物の適応戦略・ 生 

存 戦略を射程に 入れ始めた状況を 踏まえて書き 下ろさ 

れたものであ る．社会生物学の 研究分野としての 広が 

りを アピールする 効果を狙ったものと 推倒される   

m. まとめと考察 

前節で詳細に 述べた異同をまとめると ，新しい知見 

の追加，配置替え ，削除の 3 つの変化が認められる． 

子殺しや植物の 問題・ヘルパ 一のデータなど ，新しい 

知見が加わるのは 当然のことと りえる ． 問題は配置替 

えと削除 だ ．以下に考察する． 

配置替えには 2 つのパターンがあ る． 第一は理論や 

モデルの位置づけの 変化であ る． 旧版では集団選択に 

変わる利他行動の 説明原理として ESS を位置づけ， 

冒頭近くにおいていた． それに上ヒべると 新版では理論 

の解説が遺伝子選択 づ 血縁選択 + ゲーム理論 ( 含む， 

ESS) という流れになっており ， はるかに理解しやす 

くなっている． 

第二のパターンは ，初版発行後の 新理論の展開を 考 

慮した配置替えであ る．協力行動に 関する 旧 第 4 章は， 

包括適応度の 理論の説明と ， それをライオンの 利他行 

動 で実地に説明するという ， いわば旧版の 目玉の章 だ 

が， これが新版では 理論 編と データ編に分解されたの 

は 興味深い． 

一方，新版になって 削除されたのは ， ほとんどが古 

典的エソロジー 的な装いをもったところであ る．あ る 

意味で， ドイッ語国エソロ ジ 一のよき伝統の 部分がご 

っそり消えている． とくに， 旧 第 7 章がすべて削除さ 

れているのは ，少々寂しい 気もするが，行動生物学の 

専門誌に掲載された 同書に対する 書評 (Markl, 1978) 

でも，削除された 旧 第 6 一 8 章に対する評価はあ まり 

高くない． 

その他，上でも 触れたように ，用語がより 英語的に 

なったという 点も含め， ドイツ語国エソロ ジ 一の古き 

よき香の残る 旧版から・圧倒的に 英語圏の動向に 屈服 

したような新版 へ ， とまとめてよいであ ろう・ 

初版の出版された 1977 年は， まだドイツでは 社会生 

初 学は定着して い なかった， コンラート・ローレンツ 

も存命中で，古典的行動学が 盛んだったのであ る・ 

ローレンツは 社会生物学， とくにドーキンスの 理論を 

嫌悪し，批判した．その 影響は，やはり 1985 年頃 まで 

はかなり強かったと 見るべきであ ろう ( 佐倉，投稿 

中 ). しかし初版刊行から 15 年の間に，情勢は 大きく 

変わった． 1980 年代未に社会生物学の 受容を終えたド 

イツ生物学界は ， 1990 年代になって ，一抹の批判は 残 

っているものの ，大勢は社会生物学推進の 方向で進ん 

でいる (WiCkler, 1987, 1992; 佐倉， 投稿 中 ; B. 
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Hassenstein, 私信 ; 今泉，私信 ;A..K.Egger, 私信 )   

この推進役として ， もっとも大きな 役割を果たしたヴ 

ィックラ一の 著書には，その 転換の軌跡がしっかりと 

刻み込まれているのであ る． 
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注 

1) たとえば， 性 選択や進化心理学，進化論的認識論， 
進ィヒ 倫理学などといった 領域がその動向を 示して 
いる． このあ たりの事情については ， C,onin 
(1991),Barkow  et  al.(1992),Mteckiand  Mtecki 
(1993),Hotkin  (1994),Wright(1995)  などを参照 
のこと   

2) なお回書 は ， 1981 年に， ドイッチ ュ ・タッシェン 
ブーフ (Deutsche  Taschenbuch)  からも ぺ一 
パーバック版が 出版されているが ，これは参照す 
ることができなかったので 初版との内容の 異同に 
ついては不明であ る． しかし 1991 年版の序文で 
はこの版について 一切触れられておらず ， また， 
1991 年版の副題が 初版のそれと 異なるのに対し 
1981 年版の副題は 初版のものとまったく 同じであ 
ることから，内容の 変更はほとんどなかったもの 
と思われる． 
3)  ライマルス (Hemmarmn  SamuelReimarus; 1694 一 
1768) は 18 世紀にハンブルクで 活躍した司祭・ 神 
学者・哲学者．理神論をとなえ ，イェス・キリス 
ト伝を著すなどの 仕事が名高い． Wickler らが 論 
じているのは ，ライマルスが 1740 年に出版した ， 
動物の行動に 関する神学的な 著作であ る・ 
4) フーバート，マルクル (Hube れ Markl) はコン 
スタンツ大学生物学科の 教授で， ヴィックラーら 
と並んで， ドイツ語圏に 社会生物学を 導入する際 
に 指導的な役割を 果たした． 
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